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花見川
（印旛放水路）

高本谷橋 付近

市内で数が減少している
ヤマウルシとヤナギモが見
られます。

オスが卵を背負うというユニークな特徴を
持つコオイムシが生息しています。

釣りの対象として知られ
るテナガエビが生息して
います。
オスのはさみは、体長よ
りも長くなります。
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オスが卵を背負うというユニークな特徴を
持つコオイムシが生息しています。

コオイムシコオイムシ
テナガエビ

ヤナギモヤナギモ

釣りの対象として知られ
るテナガエビが生息して
います。
オスのはさみは、体長よ
りも長くなります。
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村田川花見川（印旛放水路）

村田川は、板倉町を起点とし、越智町を流れて
市原市に入り、2本の支流と合流して村田町に
接しながら東京湾に注いでいます。
上流域には、農地や樹林地が多く残っており、
水田地帯の農業用水として利用されています。

花見川は、印旛沼の水位調整のために整備
された放水路です。
周辺には自然歩道やサイクリングコースな
どが整備されており、多くの市民に親しま
れています。
また、豊かな植生に恵まれ、さまざまな野
鳥が集まる河川です。

い き も の 図 鑑 3

場　所:河川下流～沿岸

大きさ:約60cm
食べ物:エビや魚など

スズキ（スズキ科）
場　所:河川中流～下流の
　　　 流れの緩いところ
大きさ:約7cm
食べ物:藻や底生動物、虫
　　　 など

大きさ:約13～25cm大きさ:約5cm

場　所:河川中流～河口の
　　　 川底
大きさ:約8cm
食べ物:小魚や小動物、藻
　　　など

場　所:河川中流～河口の
　　　 川底

食べ物:小魚や小動物、藻
　　　など

場　所:河川中流～河口の
　　　 川底

食べ物:小魚や小動物、藻
　　　など

チチブ（ハゼ科／回遊魚）（ハゼ科/回遊魚）トウヨシノボリ （ハゼ科）（ハゼ科／回遊魚） マハゼビリンゴ

河川といきもの情報

資料：千葉市の河川

起　点

市内を流れる長さ

流域面積

八千代市大和田排水機場
約 9.1km

約 42.8km2
資料：千葉市の河川

起　点

市内を流れる長さ

流域面積

緑区板倉町
約 4.5km

約 111.9km2

チチブ（ハゼ科／回遊魚）

おもな
いきもの

おもな
いきもの

場　所:水田や小川、池、沼
　　　河川の流れの緩い
　　　ところ
大きさ:オス3cm、メス5cm
食べ物:プランクトンや虫など

（カダヤシ科）カダヤシ
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か  せん 場　所:池や沼、河川下流
の流れの緩いところ

大きさ:約30～50cm
食べ物:虫やエビ、カニ、魚
　　　 など

場　所:池や沼、河川下流の
流れの緩い水草帯

大きさ:約25cm
食べ物:魚の卵や稚魚

オオクチバス（サンフィッシュ科）
（サンフィッシュ科）ブルーギル
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